
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 18 日（土） 
会場：五中図書室 

テーマに沿ってとことん討論し、理解を深めあっ
たり意見交換する場。秋には「こども熟議」が開催
され、さまざまな討論を行っています。 

 

    

 

まずは、7 グループ(1 グループ 6、7 名程度)に分かれディス
カッションです。限られた短い時間でのディスカッション内で
課題の抽出、解決方法についてさまざまな意見がだされ、その
内容を模造紙にまとめました。 

ディスカッション模様 

グループ発表 

C 
既存のイベントは人手不足が

ち。 
→イベントを合同でできない

か？コミセンまつりと映画祭、

避難訓練と何かのコラボなど。 

F 
行事が多く、参加メンバーがいつも同じ 
→情報発信に力を入れ、参加者を増やす。 
→「地域で子どもを育てる」ためのライトな協力者

を増やす。 

G 
イベントに参加する子どもがいつ

も同じ。 
→数を減らし内容を深める。 
→各団体の情報をまとめる仕組み

が必要。 

A 
イベントを一元管理できないか。 
→全体で難しければ、学年ごとや部分ご

とに（例：昨年の中原チャレキャン・東

台サマキャンの一部合同メニュー） 
 

E 
行事が多く、団体の役員の負担が重い。 
→行事の精査の仕組みを作る。 
→各団体同士のつながりを強化し、協働する。 
→各イベントで子どもからのフィードバック。 
 

B 
漢検や異文化など取り組みは素晴ら

しいが、CS が忙しいという声もある。 
→イベントのスケジュールと意義を

見直してみる。 
 

★共通見解としてまとめました。

D 
これからの１０年を考えて、 
→子どもと親が一緒に参加できるイベ

ントを増やす。 
→団体間でも共有してできるものがあ

るのでは。 

行事のスリム化、スケジュール管理の一括化、地域団体との情報の共有化などさまざまな意見が出る中

で、参加者の鷹南学園生に対する熱意と想いが感じられました。 
熟議をもとに、これからの CS の在り方・進め方の方向性を考えていきたいと思います。 
   「この地域で子育てできるのがうれしい」と感じる地域に！！ 



 評価部 令和元年度 活動報告  
 

鷹南学園の保護者の生の声に耳を傾ける。そして、「将来を生き抜く力」を養い、鷹南から羽ばたけるよう 

「生きる力育みプログラム」を評価し改善案（重点施策と環境作り）を提案します。 

開園 10 周年を機に、新たな方向性を見出すためにも多くの保護者の声を聞き、その声を少しでも次年度の計画に

取り組んでいけたらという思いから「自由記述欄」を増やし、９月に「学校評価アンケート」を実施しました。 

アンケート結果で注目すべき多くの意見があったものをピックアップし、下表にまとめました。 

内容 今後の取り組み 

あいさつ 

・あいさつ運動に取り組んでいるにも関わらずあいさつしない。 

・校内でもあいさつがない（教員・児童、生徒ともに）。 

・知人に対しても校外であった時にはあいさつがない。 

今回、いただきました記述については、全て

各学校と共有しました。 
 
また、学校だけではなく、加えて家庭・地域

が一体となり取り組むべき課題については

引き続きＣＳ委員会内にて検討を実施しま

す。 

 

特に「いじめ」については「最重要課題」と

して学校とともに取り組む必要があると認

識しています。 

 

その他… 

●あいさつ運動の取り組み方の再検討。 

●地域団体「中原、東台地区交通安全対策委

員会」へ交通安全に対する指導を依頼。 

 ⇒親子交通安全教室の開催を提案 

 

 

言葉づかい 

・保護者、家族の影響が大きい。 

・自分の思い通りにならないとキレやすく、言葉が乱れる。 

・相手が深く傷つくことまで理解していない。 

・言葉の TPO の理解不足。 

いじめ 

・問題があった時にクラスの保護者には伝えていない。（情報開示） 

・いじめた側の保護者に事実を伝えていない。 

・いじめた側の心の問題に対して対応していない。 

・いじめや不登校がなくならない。 

ルール・マナー 

・自転車の乗り方、交通ルールが守られていない。（大人も！！） 

・公共施設を利用する際の常識的ルールが守られていない。 

学習 

・夏休みが短縮されたが、宿題の量が変わらず負担が大きい。 

・クラス毎で授業の進め方、宿題が違っている。 

・道徳授業（相手の気持ち、個人の特性）が充実していない。 

学校・クラス運営 

・保護者の意見が伝わらない。 

・学校で何か起きていても情報が伝わってこない。 

ＣＳの取り組み 

・ＣＳ（コミュニティ・スクール）について理解できない。 

・ＣＳが必要なのか… 

このほか、子どもたちの放課後の居場所、学校の設備等、たくさんの記述がありました。問題・課題と共に、活動に

対して肯定的な意見や温かいお言葉もたくさんいただきました。どちらの記述も本当に貴重なものです。無駄にし

ないよう今後も評価部そして CS 委員会内で話し合いをしていこうと思っています。 

アンケートにご協力いただきまして誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

評価部では… 

【まとめ】 

最低限、身につけて欲しい生活の基本でもある、あいさつや言葉の乱れ、「死ね」 

「消えろ」など相手の存在を否定する言葉は、それ自体がいじめであり、あいさつ

をしないという行為も相手の存在を無視、否定することからいじめにつながってい

きます。生活の基本は家庭での保護者の指導が中心ですが、地域の方の協力も必要

になります。家庭・地域が取り組めることから始めましょう。あいさつが飛び交い、

お互いの存在を認めあい、笑顔で過ごす学園づくりを目指します。 

「学校評価アンケート」の集計結果に

ついては学園のホームページに掲載し

ています。是非、ご覧ください。 

鷹南学園ＨＰ 



 

 

 

 

 

 


